
質問書回答 

2016年 9月 12日 

「（案件名）セネガル国保健システムマネジメント強化プロジェクトフェーズ２ 

 （公示日：2016年 8月 31日／公示番号：160500 ）について、質問の回答は以下のとおりです。 

 

通

番 
当該頁項目 質問 回答 

1 6ページ 

外貨交換レート 

US$ 1 = 105.440000 

円 

EUR 1 = 105.440000円 

と表記され、ドルとユーロ

が同レートなっています

が、直近 1 ヶ月の為替変

動を確認したところユー

ロは平均して 110円を超

えております。外貨交換

レートについて再度上記

の値を適用することで良

いかご教授下さい。 

 

下記のレートに修正いたします。 

記 

US$ 1 = 105.440000 円 

EUR 1 = 115.974000 円 

 

2 15ページ 

2．プロジェクトの

概要で「（４）」がな

いことについて 

『（３）事業のフェーズ分

け と（５）プロジェクトの

柔軟性の確保』のあいだ

に（４）がありませんが、

単なる番号の抜けとの理

解で宜しいでしょうか？ 

 

番号の抜けです。 



通

番 
当該頁項目 質問 回答 

3 15ページ 

（３）事業のフェー

ズ分け 

第 1期の契約開始予定

日が 2016年 10月 1日

からとなっています。プロ

ポーザル選考結果通知

が 10月 14日に予定さ

れていることを鑑み、事

業開始は 11月上・中旬

の開始を想定という理解

で宜しいでしょうか。 

 

11月上旬開始が正しいです。 

4 21ページ 

5．実施方針及び

留意事項 （１７）

国別研修／課題

別研修／第三国

研修 

2017年度に実施予定の

保健行政や保健財政、

その他保健システム強

化に資する課題別研修

及び第三国研修をご教

示下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携可能性がある研修としては、課題別研修については、「エビデンスに基づく公衆衛生計画立案」、「医療機材

管理・保守」、「保健衛生政策向上-日本の経験・歴史・成果と課題の共有」、「グローバル保健医療政策担当者の

政策立案能力強化」、「保健衛生管理」、「カイゼンを通じた保健医療サービスの質向上」、「ユニバーサルヘルス

カバレッジ達成のための医療保障制度強化」、「アフリカ地域 地域保健担当官のための保健行政」、第三国研修

については、「仏語圏アフリカ看護師・助産師教員の能力強化 フェーズ 2」（セネガル）等があります。 



通

番 
当該頁項目 質問 回答 

5 26ページ 

【成果４に関する

活動】 （２）パイロ

ッ ト 県 における

RBF の実施計画

策定 ４）工程監

理 

①保健省と州・県保健チ

ームおよび保健施設によ

るRBF契約に関して、保

健施設との契約は合計

何件ほど締結することを

想定していますでしょう

か？ 

 

現時点では、パイロット県（ダカール、ティエス、ジュルベル、ファティック、カオラック州の２～４県）において、RBF

マニュアルにて規定されるすべての公的施設を対象とすることを想定しています。 

No 州名 人口 病院数 
保健センタ

ー数 

ヘルス 

ポスト数 

1施設当たりのカバー人口 

病院 
保健セン

ター 

ヘルス 

ポスト 

1 Dakar 2,592,190 12 21 164 216,016 123,438 15,806 

2 Diourbel 1,356,796 2 6 111 678,398 226,133 12,223 

3 Kaffrine 558,042 1 4 51 558,042 139,511 10,942 

4 Fatick 724,344 1 7 89 724,344 103,478 8,139 

5 Kaolack 795,906 1 4 90 795,906 198,977 8,843 

6 Kedougou 129,907 1 3 28 129,907 43,302 4,640 

7 Kolda 603,960 1 3 69 603,960 201,320 8,753 

8 Louga 857,941 2 8 76 428,971 107,243 11,289 

9 Matam 550,593 1 4 75 550,593 137,648 7,341 

10 Saint Louis 901,036 3 5 107 300,345 180,207 8,421 

11 Sedhiou 431,236 1 3 43 431,236 143,745 10,029 

12 Tambacounda 642,833 1 7 86 642,833 91,833 7,475 

13 Thies 1,658,445 5 9 152 331,689 184,272 10,911 

14 Ziguinchor 713,441 2 5 99 356,721 142,688 7,206 

計 12,516,670 34 89 1240 368,137 140,637 10,094 

出典：Annual Statistics 2010, MOHSA 

6 同上 ⑤「独立した監査機関に

よる監査」とありますが、

この外部監査機関の調

達・契約締結・支払いは

セネガル事務所または

受託会社のどちらが実

施するのかご教示下さ

い。 

現時点では、受託会社による調達・契約締結・支払いを想定しております。また、この部分は、現地再委託として

別見積もりとしますので、係る経費を本見積もりに積む必要はありません。 

 



通

番 
当該頁項目 質問 回答 

また、後者（受託会社）の

場合、監査機関調達や

支払いなどの必要経費

は見積に積む必要があ

りますか？ 

 

7 同上 ⑦「保健省（中央の RBF

プログラム室）から保健

施設への支払に係る確

認」とありますが、保健施

設に加えて、契約を締結

した州・県保健チームへ

も RBFの支払いが行わ

れるという理解で宜しい

でしょうか。 

 

保健施設に加えて、契約を締結した州・県保健チームへも RBF の支払いが行われます。これらのルールについ

ては、基本的には配布資料にも含めております RBFマニュアルに則って実施することを想定しております。 

8 27ページ 

（３）パイロット県に

おける RBF 計画

実施とインパクト

評価 

世界銀行がセネガルに

て実施中のインパクト評

価では、エンドライン調査

はベースライン調査から

2年後に実施予定で設計

されていますが、本プロ

ジェクトではエンドライン

調査は1年後をめどに実

施する想定という理解で

宜しいでしょうか？ 

現時点では、本プロジェクトにおけるエンドライン調査は 1年後を目途に実施することを想定しております。 



通

番 
当該頁項目 質問 回答 

 

9 27ページ 

（３）パイロット県に

おける RBF 計画

実施とインパクト

評価 

インパクト評価の実施に

あたり、想定サンプル数

がありましたらご教示くだ

さい。 

 

現時点で想定しているサンプル数はありません。インパクト評価デザインの計画段階で提案いただけますようお

願いいたします。なお、上記 5.の各州の施設数もご参考にしてください。 

10 32ページ 

7．成果品等（１）

報告書 

第 3 期  Monitoring 

Sheet Ver.9の提出時期

が2020年10月と記載さ

れておりますが、2019年

10月との理解で宜しいで

しょうか？ 

 

「2019年 11月」が正しい提出時期です。 

11 35ページ 

5．現地再委託 

RBFインパクト評価以外

に必要と考える現地再委

託は提案可能とのことで

すが、国内業務の再委

託につきましても必要と

判断する場合は提案可

能でしょうか。 

現段階では、国内再委託は想定しておりません。 

    

以上 

 


